
消防力最適運用システムについて
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消防力最適運用システムの概要

■出火点や風向･風速等の情報に基づき、 延焼予測
を行い、

■ 延焼予測に基づき、延焼防止に必要な消防力（消

防隊数、水利）や実際に有効利用可能な消防力の
算定を行い、

■ 消火可否判定、消防力適用効果、あるいは最適消
防力運用、などの

消防活動支援情報を提供する。

上記の「延焼予測」は、第２回検討会における資料２（火災延焼シミュレーション）と同じ。
これと消防力に係る算定をパッケージにしたものが「消防力最適運用システム」
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消防活動支援情報システムの概念図

消防署所

出火情報

支援情報システム

火災発生

・延焼シミュレーション
↓

・消防活動支援情報
↓

・消防力一次運用最適配備

延焼シミュレーション条件入力

消防活動支援情報
消防力一次運用最適配備情報

シミュレーション結果を考慮した
意志決定による部隊投入
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火災延焼シミュレーション条件入力

火災延焼シミュレーション



延焼予測結果の表示例（出火時）

出火点
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延焼予測結果の表示例（360分後）
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時間(分)

部
隊
数

図 消防活動支援情報の出力例

火災鎮圧に必要な消防部隊数

消火活動可能な消防部隊数

鎮圧可能な条件満足
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図６ 本システムによる支援情報画面表示例
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出火点ごと
に出力


[image: image1.png]BEREE

TESOBERE ] o

OOEEE [0 5] , =2
Col 20 5 5

A

7 KRl SAEOBEE

lHE
BESESER(E

BT HEAE

1

@ T
EEREE

W OEMAR R
BR[O RS-

TR
2 El e
0 2 5
10708 TR
s +| =
TS LB
| o= R

B

FHETORIAI

ST ARG | BAE(n/s) Bls

IREIG)

SOEHRER | S SR

Gy cas (o o ft
cus cap P AT

IC|

-

B feviTe
r6s0861

Change

Dfault

Snap

=loix|

2
T

ET)
o=k

£
(=
ols

wat
S

End









放任火災と消防力最適運用後の比較例

360分後
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消防力適用の
場合は鎮圧

放任の場合
は延焼



広域応援のための支援情報出力

延焼状況の広域的把握のための情報表示

町丁目単位ごとの必要消防隊数の表示

迅速な予測と支援情報提供
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広域応援のための支援情報出力例
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町丁目単位で支援
情報を出力



最適消防力運用を行った場合
の消防効果のシミュレーション
による検証

同時多発火災への適用
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消防力運用イメージ（1点出火）
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1点出火70分後

放任状態 消防力適用状態
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適用した消防
力が必要数を
上回り、鎮圧



ケーススタディ対象地区集計
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放任（赤線）では延焼拡大
消防力適用（青線）では延焼防止



消防力運用イメージ（3点出火）
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３出火点設定（対象地区内で計３点）
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本図では出火点１を表示



3点出火180分後
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出火点１において、適用した
消防力が必要数を下回り、
鎮圧できず（出火点２･３にも消防力

を配分しているため。ただし、左図の放任
の場合より延焼抑制はしている）



ケーススタディ対象地区集計
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消防力適用（青線）では延焼抑制効果
は見られるものの、鎮圧に至らず
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